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「IRIS for Healthって前はCache’という名前だった。
ツリー型のデータベースでかなり昔からあるよ」

「IRIS for Healthって普通にRDBでしょ。
他のRDBみたいにSQL使ってるよ」

「IRIS for Healthは医療専用の
データベースで最新のFHIR使えるやつだよ」

「IRIS for Healthってデータベースだったっけ？
システム同士をつなぐのに使ってるけど・・・」

これら全てのニーズに対応できるのが「IRIS for Health」です

IRIS for Healthって結局どういう製品なの?
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IRIS for Healthは 医療用データプラットフォームです

じゃあデータプラットフォームって何？

インターシステムズの考える
医療データプラットフォームとは

医療システムで必要な機能を All in One でご提供
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つないで ためて 利用する

オンプレやクラウドでもご利用可能
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データプラットフォーム導入サービス
FHIRリポジトリ/FHIRファサード構築サービス
病院向け電子カルテシステム
クリニック向け電子カルテシステム
DWH
統合DWH
医事会計システム
医療情報統合ビューア

地域医療連携システム
臨床検査システム
バイオバンク支援システム
アラートシステム
ME機器管理システム
健診システム
不妊治療管理システム
ISO15189管理支援システム

服薬指導システム
リハビリシステム
患者ナビゲーションシステム
医薬品在庫管理システム
輸血管理システム

などTrakCare HealthShare

IRIS for Health や Cache’ を活用した
日本のパートナー様の製品やサービス
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2022年11月17日

インターシステムズ、IQVIAソリューションズジャパンとパートナー契約を締結

IRIS for Healthを利用したクラウド型 医療情報連携ネットワークシステムおよびソリューションを
提供し、医療情報/リアルワールドデータの利活用に貢献

このソリューションは、医療機関が保有する医療情報を相互に共有し、利活用を行うための
クラウド型の医療情報連携ネットワーク基盤およびシステムソリューションで、IQVIA の
豊富な経験を基に、リアルワールドデータの効果的、効率的な利活用を想定したデータ統
合・共有基盤に加え、Personal Health Record (PHR) 、 Electric Health Record (EHR) 、
Data Warehouse & Business Intelligence 等の様々なデータ利活用ソリューションが搭
載され、順次、お客様への導入を開始します。

この度の協業により、インタ―システムズとIQVIAソリューションズ ジャパンは、散在す
る膨大な医療情報/リアルワールドデータの利活用の推進と、それによる医療の発展に貢献
して参ります。
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Thank you.
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